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要旨： 

細胞膜それ自体はイオンを透過しない絶縁膜と考えることができます。イオンチャネ

ルはその細胞膜中にあり、イオンを選択して通す蛋白質です。生体内における様々な

化学刺激、機械刺激、電気刺激を受容し、刺激に応じてイオン透過路の開閉を制御す

ることで、受容した刺激を新たな電気信号に変換し、細胞間情報伝達の一翼を担って

います。この刺激の変換の過程で、刺激の受容部位からチャネルの開閉ゲート領域へ

立体構造変化が伝搬しイオン透過路開閉ゲートの構造変化が起きると予想されてい

ました。私達は最近、金ナノ粒子を観測プローブとして用い、全長 10nm程度の大き
さのイオンチャネル分子（KcsA カリウムイオンチャネル）の開閉ゲートの構造変化
を１分子で実時間動画計測することに初めて成功しました。その結果、イオンチャネ

ルはねじれて開閉し、その構造変化が分子全体に広がっている様子が明らかになりま

した。講演では、観測法の原理から実際の観測データ、最近の取り組みについてお話

しします。 
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